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創作活動によって郷土の音楽のよさを実感させ る授業の開発
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　**

山崎 浩 隆 ・中 島 千 晴

Development　 of　 a　 lesson　 that　 realizes　 the　 goodness　 of

local　 music　 by　 creative　 activities

Through　 elementary　 school　 5　 years'practice　 of　 Kumamoto　 folksong　‘Otemoyan'

Hirotaka　 YAMASAKI　 and　 Chiharu　 NAKASHIMA

1.問 題 の所在

第9次 学習指導要領が告示され,音 楽科では我が

国の音楽を指導することの重要性が改めて示された.

また,改 訂に向けて発表 された中央教育審議会答 申

では,課 題にっいて 「我が国や郷土の伝統音楽に親

しみ,よ さを一層味わえるように していくこと,生

活や社会における音や音楽の働き,音 楽文化にっい

ての関心や理解を深めていくことにっいては,更 な

る充実が求められる」としている.我 が国や郷±の

伝統音楽を身近なものにするとともにそのよさを子

どもたちが味わえるようにすることを求めているの

である.

しか し,子 どもたちが生活の中で耳にす る音楽は

メデ ィアから流れて くるポ ップスやアニメーション

の音楽,ゲ ームの音楽が圧倒的に多 く,日 本の音楽,

郷土の音楽を耳にす る機会は少ない.子 どもたちに

とってそれらは遠いものとなっているのが現状であ

る.そ こで,い かにして子どもたちにそれ らのよさ

やおもしろさ,楽 しさを実感させ るか,そ の方法の

開発が課題となっている.

2.表 現者 と しての 関わ り

課題を解決するためには,遠 い音楽となっている

日本の音楽 ・郷土の音楽を身近なものとして捉えさ

せることが必要である.そ のためには,聴 き手では

なく表現する側に立たせることが有効だと考える.

曲を表現する側になると,そ の曲を聞く回数が増え

るだけでなく,主 体的にその曲に関わろうとしたり,

漠然として聞いていたのが細部にわた って詳細に聞

き取ろうとしたりす ることになることが多い.そ う

することで郷土の音楽のよさを味わわせることがで

きると考えた.表 現す る側に立たせるというのはそ

れらを模倣す るだけでなく,そ こに自分でっくった

ものを加えた表現をさせることである.そ うするこ

とで,よ り自分の身近な音楽として感 じることがで

きるようになると考えた.

3.先 行研 究

郷土の音楽や民謡の音楽科における実践にっいて

は先行研究がある.伊 野は 日本の伝統音楽の授業構

成の基本として①教材のまるごとの体験,② 教材体

験の中での試行錯誤,③ 言語化 ・新たな認識 とい っ

た枠組みを提案 し,「観察 ・模倣 ・繰 り返 し」 「身体

を通 してわかっていく」方法を通 した学びの構造を

示 している1).それをもとに伊野と中村は 「長岡甚

句」を教材 として,ペ ア学習か ら次第グループ学習

になるように 「協働」場面を学習過程の中に位置付

け,発 声とふ し等の唄い方を学習内容にした授業研

究を行 っている2).また,剣 持は長野県北部に伝わ

る盆踊 り唄 「烏踊り」を教材にし,旋 律にあわせて

言葉の数を考えながらオ リジナルの歌詞をっ くるこ

とで思いや意図をもって表現することを目的とした

授業実践を行 っている3).衛藤は 「八木節」を教材

に,甦 子詞をっ くらせ ることで リズム感や躍動感を

感 じ取 った表現にっなげる授業実践を行っている4).

このように,先 行研究では民謡の発声 ・唄い方,そ

して言葉の リズムの関係や リズムの模倣,身 体の動

きによってそのよさやおもしろさ,楽 しさを実感さ

せる授業が多 く見られる.

*熊 本大学大学院教育学研究科

**熊 本大学教育学部附属小学校

4.研 究 の 目的 と方 法

本研究では,民 謡の唄だけでなく鳴物 と笛 に着 目

し,そ れらの創作活動を通 して民謡のよさやおもし
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うさ,楽 しさを感 じ取 らせたいと考え実践す ること

にした.民 謡の中にはお座敷唄のように三味線,鳴

物,笛 を演奏に加えたものがある.本 実践で教材 と

する熊本民謡 「おてもやん」もその一っである.そ

こで,鳴 物と笛を唄にあわせてっ くる創作活動を取

り入れることで,子 どもたちは民謡を何度 も聴 き,

模倣するともに旋律を構成する音や進行,リ ズムな

どの要素に着 目す ることになり,よ り一層民謡のよ

さやおもしろさ,楽 しさを味わうことができるよう

になると考えた.

本研究の目的は,郷 土の音楽のよさやおもしろさ,

楽 しさを実感することができるように民謡の旋律に

合うリズムや対旋律づくりを行う創作活動を取り入

れた授業実践を行い,そ の効果や実践す る上での留

意点を見いだすことである.

実際の授業では具体的な場面の設定や,発 表の形,

創作の進め方,必 要な学習活動とその形等を子ども

たちと教師とで話 し合いなが ら決めていき,子 ども

の考えに合わせて課題を設定 し,学 習を進めてい く.

また,創 作で着 目した諸要素と,そ の過程で獲得 し

た聴き方 ・考え方を鑑賞活動に生かすことを意識 し

た題材構成をすることで,学 びの転移を促 したい.

このような指導が,子 どもの創作にどのような効

果をもた らすのか,子 どもの作品と振 り返 りの学習

シー ト,そ して授業記録をもとに考察 し,そ れ らを

明らかにする.

研究実践は,2018年9月14日 ～10月26日 に熊本大

学教育学部附属小学校音楽専科の中島千晴教諭が行っ

た題材 『郷土の音楽の魅力に迫る ～ 「おてもやん」

大好き!～ 』によるものである.

5.授 業 の計画

(1)実 践の概 要

本題材 のね らいは,表 現や鑑賞 を通 して郷 土の唄

の旋律や難子 の表 現のお も しろさに気付 き,民 謡の

よさや楽 しさを味わ うことであ る.

民謡 に関 して,教 科書 では 日本各地 の代表 的 なも

のを抽 出 してい くっかを鑑賞 した後,「 こき りこ節」

「谷茶前」 などを実際 に歌 った り演奏 した りす る学

習が組 まれて い る.「 こき りこ節」や 「谷茶前」 は

曲想が特徴 的で,伴 奏 が分か りやす い教材 であ る.

しか し,他 県の民謡 であ るため,子 どもた ちは関心

を も って学習 はす るもの の,ど こか他人事 にな って

しまうところがあ り,郷 土の民謡 に興味 が広 が るこ

とは少 なか った.ま た,子 どもた ちか らは 「唾 子 も

や ってみ たい」 「伴 奏 をっ くりた い」 とい った声 が

聞 こえて くるが,楽 器 や時間,指 導 の難 しさな どの

問題か ら大胆 に扱 うことは実現で きなか った.

そ こで,子 どもた ちの声を生 か しっっ,熊 本の民

謡 「おて もやん」で 自分たちの音楽表現を楽 しめ る

ような授業 を 目指 した いと考 えた.鑑 賞 と表 現の活

動 を行 き来 しなが ら,友 だち と協働 して民謡の よさ

や 自分た ちな りの表現 を見 いだす 中で,郷 土 や 日本

の音楽 に興味 を持ち,そ れ らに 自ら関わ ってい く態

度 を養 って欲 しい と願 い題材 を設定 した.

本題材 にお いては,「 おて もやん」 の唄,鳴 物,笛

を全て 自分たちの手で演奏 し,教 師 が三 味線で加わ

る形で 「郷土の音楽の魅力を演奏 して体感す る」 と

い う ゴール を設定 した.「 おて もや ん」 は3番 まで

あ るが,演 奏す るのは1番 のみ である.

唄 と鳴物 にっ いては,子 どもたち 自身 が音 源や映

像資料,楽 譜 等 を手 がか りに基 本的 な表現 方法,リ

ズ ムパ ター ンな どを見 いだ して模倣 した り,一 部 を

作 った り して い く.笛 にっ いては,6人 一組 で分担

し,模 範演奏 を参考 に全体を6っ の部 分に分 けてつ

くり,そ れ をっ なげて演奏す る形 をと る.

活動 を通 して,民 謡 ならで はの リズ ム,音 階等 に

気付 き,そ れ らを生 か した演奏 を して い くことで,

粘 り強 く音楽表現を追求 して い く態度 を養え るよう

に してい く.ま た,実 際に演奏す る ことで魅 力を体

感す るとともに,題 材 終末 に再度 じっくり 「おて も

やん」 を鑑賞す ることで,一 層子 どもたちが郷土や

音楽 のお も しろさや楽 しさ,価 値 を見 いだ し,自 分

の音楽の世界を広 げることがで きるように してい き

た い.

(2)学 習指導案

1題 材名

郷土の音楽の魅力 に迫 る

～ 「おて もやん」大好 き～

2教 材

「おて もやん」 「牛深ハ イヤ節」

田中祥 子CDr熊 本 民謡作 品集』 よ り キ ン

グ レコー ドKICH-281

3題 材の 目標

・ 「おて もやん」 の曲想 と音楽の構造 などの関わ り

にっ いて理解 し,そ れ らを生か して演奏す ること

がで きる.

・ 「おて もや ん」 の 曲想 に合 った音 階や リズ ム,フ

レーズ のつ なげ方,反 復 や変化 などの音 楽の仕組

みを工夫す ることがで きる.

・ 「おて もや ん」 の魅力 に気付 き ,グ ループで協働

して表現 を追 求す ることに,楽 しんで取 り組 もう

とす る.
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4指 導計画(9時 間扱い)

時

1

2～8

9

学習活動

○ 「おてもやん」を聴いて感 じたよさを交

流 し,主 題 「おてもやんの魅力を演奏 し

て体感 しよう!」 を設定する.

○ 唄や唾子など取り組む活動の順番やつ

くりかたの条件,み んなで考えたいこと

などを子どもたちに考えさせ,学 習計画

を立てる.

○ 「おてもやん」の音源や動画をもとに,

唄,鳴 物にっいて見いだ した特徴や基本

的なパターン,演 奏の仕方を全体で共有

し演奏する.

○笛にっいて,お 手本や唄や鳴物での学習

を参考にしながら,旋 律づ くりをする.

○イメージとのずれを感 じている児童の表

現を全体で検討することで,新 たな視点

や再検討の材料を得る.

○表現を見直 して,「おてもやん」 の笛の

旋律を完成させ,練 習をする.

○ 「おて もやん」の合奏を グルー プや全体

で楽 しむ.

○改めて 「おて もやん」 を鑑賞 し,学 んだ

ことや感 じた魅力 にっいて振 り返 る.

6.学 習 の実際

(1)主 題と,諸 条件の設定(第1時)

最初に三味線の実物を見せ,曲 名を伏せて前奏を

演奏すると,子 どもたちはす ぐに 「おてもやん」だ

と気が付いた.「おてもやん」が民謡であることを

確認 し,1番 だけ聴かせ ると,子 どもたちは言葉が

古 くて熊本弁がおもしろいこと,声 が高くて自慢 し

ている感 じがす ること,た くさんの楽器が使われて

いることなどの気付きや感想を話 した.図1は2回

鑑賞 した後に子どもたちが話 した,「よさやお もし

ろさ」を板書 したものである.

感想の中には歌詞の意味が分か らない,楽 器が何

なのか知 りたい などの疑問や,一 一部 の児 童だ けが感

じて いるよさ も含 まれて いる.こ こで 「もう十分お

て もや ん を味わ え ま したか?」 と問 いか け ると,

「まだ深め られそ う」 と返 って きた.さ らに 「この

後 どん な学習をすれば深め られそ うですか?」 と問

うと,歌 詞 を調 べ る とい う意 見の後 に,歌 いたい,

楽器 をや ってみたい などの要望 が出て きた.こ れ ら

を受 けて主題 「郷土の音楽の魅力 を体感 しよう!」

を設定 した.こ こで 言 う主題 とは,子 どもたち と教

師が共有す る,題 材 をっ らぬ く活動 の 目標 にあた る

ものであ る.

そ の後,「 活動 に入 る前 に決 めてお きたい ことや,

や りた いこ とは ないか」 と投 げか け,子 どもたち と

の話 し合 いか ら次 のような諸条件 を決めて いった.

01番 に前奏 と後奏(前 奏 と同 じもの)を 加 え

た分のみ を取 り組む ようにす る.

06時 間で唄,鳴 物,笛 の順 に取 り組む.

○鳴物 はカホ ンで,笛 は リコーダーで代替す る形

で演奏す る.三 味線 は教 師が担 当す る.

Olグ ループ6人 で構成 し,6人 だけで も演奏 を

作 り上 げられ るような形 をとる.

○笛 の旋律 にっいては,グ ル ープ6人 で分担 して

っ くり,っ なげて演奏す る形 を とる.

○題材 の最後 の合奏で は,グ ル ープでの演 奏披露

か,全 体 で合奏す る形 にす る.全 体で合奏 す る

場合 には,一 部 グルー プが 鳴物,笛 を担 当 し,

交代で複数回演奏を楽 しむ ようにす る.

グルー ピングについては,男 女3人 ず つの6人 一

組で,力 量 のバ ラ ンスが均等 なほうがよい と意見が

出た.そ こで,リ ー ダーを募 り,休 み 時間 に く じ引

きをベース に リー ダー の話 し合いで調整 して グルー

プを決めた.

(2)手 本か ら唄の特徴 を捉 え,模 倣す る

(第2-3時)

まず は歌 える ようにな りた いとい う子 どもた ち.

必要 な道具を問 うと歌詞 カー ドと楽譜が欲 しいとい

うことだ ったので,ま ずはそれ らを全員 に配 付 した.

しば ら く自分たちで楽譜を頼 りに何 とな く歌 って い

たが うま くいかず,お 手本を聴 きた い と声 が上が っ

たので,グ ループに一 台ずっ,音 源 を入れた タブ レッ

ト端末 とス ピー カー を配付 し,そ れぞれ にお手本 の

演奏 を聴 きなが ら模倣 して歌 う活動 を行 った.す る

と,次 のような要望や 気付 きが出てきた.

・歌詞 を確 かめて歌 ってみて も,歌 詞 の意味がわ

か らない.意 味 をわ か って歌 いたい.

・唄い方が楽譜 と違 うところがあ る.

音程が決 ま ってい ないところがあ る.そ この動
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き方が,上 が った り下 が った り激 しい.

子 どもた ちの このよ うな声 か ら,「歌手 の よ うに

歌 うには どう工夫すれば よいのだ ろう?」 と課題を

設定 し,拡 大 譜 と手本 の音 を照 ら し合わせ なが ら,

歌い方 の特徴 を全体 で確かめた.子 どもたちは台詞

にな って いて 自由 に歌 って よいと ころ,台 詞 の最後

の音 の上 が り方,楽 譜 に ない小 さい動 き(こ ぶ し),

伸ば してい る間 に音が動いてい くことなどに気が付

いてい った.歌 詞 の意 味にっいて スライ ドを作 って

解説 し,再 度1番 を歌 った後 に 「歌 って感 じた よさ

やお も しろさ」 にっいて交流 させ た ところ,以 下の

感想が 出た.

・歌 ってみ ると高低差が思 った 以上 に激 しくて ,

それがお も しろか った.

・熊本弁 の古 い歌 詞 と,独 特の雰 囲気 が伝統 って

感 じ.

・話 し言葉が お もしろ く,台 詞 の音程 が決 まって

い ないか ら歌 いやすか った.あ りのまま歌 って

い る感 じで イメー ジが しやすい.

図2歌 ってみた気付き,感 想等

また,こ こで 「お て もやん」 の歌 の旋律 の構成 音

を調べ させ,五 音か らな りた ってい ることや,そ の

音階 によ る教師 の即興 演奏か ら 「古 い」 「伝統」 な

どの印象にっ なが る要素の一つであ ることを感 じ取

らせた.五 音音 階 につ いて は,4年 生の ソーラ ン節

を扱 った際 にも学 習 して いるが,後 の笛 の旋 律づ く

りの際 に必要 とな る知識であ るので,「お てもやん」

の五音音階(ミ ソラシ レ)を 歌 の楽譜 に書かせ,押

さえてお くように した.

さ らに,教 材 曲の 印象 ・イ メー ジ を発表 させ,

「お て もや ん ら しさ」 を整理 した.子 ど もた ちが感

じた 「おて もや ん らしさ」は,「 自由,に ぎやか,は

げ しい,楽 しい,あ りの まま,即 興,自 慢 気,豪 華,

伝統,世 間話,盆 お ど り,井 戸端 会議 」 であ る.こ

れ らを 「お て もやん ら しさ」 と し,今 後表 現を工 夫

す る際の拠 り所 と した.

(3)手 本か ら鳴物の特徴 を捉 え,模 倣す る(第4時)

第4時 は鳴物 の特 徴を見 いだ し,体 験す る時間で

あ る.鳴 物 は,多 くの部 分が基本パ ター ンの繰 り返

しで成 り立 ってお り,そ れだ けで も十分合 奏す るこ

とがで きる.

最初 は鳴物 に着 目して鑑賞 し,使 ってあ る楽器 と

その特徴 にっ いて気がっいた ことを 出 し合 ってい っ

た.5種 類 の音 に気 がっいた子 どもた ちに,笛 が無

く,大 鼓や小鼓 の異 な る リズ ムが加わ った形 の 「お

て もやん」 を鑑 賞 させ,基 本パ ター ンの繰 り返 しと,

そ のほか の飾 り付 けで成 り立 ってい ること,演 奏 に

よってその飾 り付 けが違 うことを感 じ取 らせた.

「全部 は大変 だ」 「唄 の問ず っと繰 り返 してい る

太鼓が ある」 とい う子 どもの眩 きか ら,基 本の 「締

太鼓」 と 「平 太鼓」 の演奏 をす ることを提案 し,こ

の二っだ けを抽 出 した動画を全体で提示 した.

子 どもたちが動画を見 なが ら模倣 しは じめたので,

タブ レッ ト端末 に同 じ動画を入れてい ることを伝え

ると,グ ルー プで練習 した いと動 きだ したので,グ

ルー プで練習す る時間 と した.

10分 ほどの練 習で,基 本パ ター ンが概 ね叩 けるよ

うになって きたので,気 付 いた ことを共有 した.

C1:言 葉 の終わ りが,ド ン ドンて叩 くようにな っ

てい ます.

T:C1さ んが 言 った こと分 か ります か?言 葉 の

終わ りとい うのは?

C:言 葉 の まとまりの最後.台 詞 の区切 りの とこ

ろ.

T:わ か る?聴 いて確 かめてみよ うか.

(試聴 ・演奏)

ドン ドンは,パ ター ンがあ るみ たいだね.

他 に気がっいた ことはあ りますか?

C2:高 い方 の音 の太鼓が,ず っと同 じ,ト トンて

い うのを繰 り返 してい ます.

C3:あ,も う一一っ,最 後 の ピーチ ク,パ ーチ クの

ところで,リ ズムが変わ っていま した.

叩 けて はいる ものの,記 譜はわか らない とい う事

だ った ので,「 ス ト トン」 の リズ ムを板書 に示 し,

最後 に一度歌い なが ら演奏 した(図3).

郷土の音楽 の魅力を休感しよう!

おてもやん

勾 塾 ・』塾3篁(三 囎)

し・〈つ使,Zあるのたるう2

・(ぎ鋸 器
コ ソ(中)木 魚

(彰蔑

<りかえ し

とんなワズムZた たeZeる2

謙剰
図3鳴 物にっいての気づき,感想等
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鳴物 の学習 は ここまでだが,次 時 の笛 の旋 律づ く

りの活動時 間を確 保す るため,6人 で ど う分担す る

か にっ いて考 えさせ た.拡 大 した歌 の楽譜 をも とに,

子 どもたちはは じめ2段 ずっ分担す るとよい と考え

たが,唄 の途 中で切れ て しまうため,唄 のまと まり

で分 けた方 が良い と言 うことにな った.曲 の構成 が

前奏,A,B,C,C'後 奏 の6っ か ら成 り立 ってい る

ことを確か め,そ れぞれ の担当を次 の時 間 まで に決

めてお くことを確認 して第4時 を終えた.

(4)担 当す る部分の笛の旋律 をつ くる(第5時)

第5時 の最初 には,唄 に鳴物,三 味線を加 えて合

奏 した.こ の時間 は,そ れ にさ らに笛 を加 えるため

に,旋 律 を分担 してっ くる時間 であ る.子 どもたち

は,昨 年 リズ ムア ンサ ンブルで リズ ムに関す る音 楽

づ くりを重点 的に行い,1学 期末 には4小 節の簡単

な旋律づ くりと,夏 休み には作 曲課題 に取 り組んで

きた.ま た,手 持ち の資料 と して歌 の楽譜 とお手 本

の動画や音源 を もってお り,鳴 物 の リズムパ ター ン,

五音音 階にっ いて学 習 して い る.子 どもたちには,

これ らを駆使 し,「おて もや ん」 を 自分 たち の手 で

合奏す る 目標 に向 けて旋律づ くりの方法を協働 して

見いだ して い くことを求めた い.ま ず は 自力で旋律

づ くりに取 り組 ませ,壁 にぶっか った と ころで課題

を設定 し,全 体で解決方 法を考えて い くように した.

まず分担 を確認 し,自 由にっ くるか,リ ズムか ら

先 に考えて音程を付 けてい く手順 どち らで もよい こ

とを伝 えた.ま た,手 持 ち資料 を確認 し,希 望 があ

れば リズ ムカー ドを使 って よい ことを伝え,担 当 ご

とに専用の楽譜を配付 して旋律づ くりに取 り組 ませ

た.25分 ほ どの旋律づ くりの中で,多 くの子 ど もが

音程や リズ ムに悩 んでいた.こ こで一旦立 ち止 まり,

あ る児童 の 「リズ ムは何 とな くわ か るけど,音 程が

どうすればいいかわか らない」 とい う困 り感を取 り

上 げた.他 に悩みが ないか,こ のま ま時間 さえあれ

ば作れ そ うか問 いか けた と ころ,「 おて もや んの感

じにな らない」 「リズ ムに困 って いる」 と感 じてい

る児童 も数名 いたので,こ れ らの 困 りごとか ら 「お

て もやん に合 う笹の旋律は どの ように工夫すれば よ

いのだ ろう」 と課題 を設定 し,次 の時 間は旋 律が形

にな った児童 の旋 律を もとに,旋 律づ くりの工夫 に

っいて考え ることになった.

(5)友 達の旋律か ら解決方法 を見 いだす(第6時)

第6時 で は,出 来上 が った旋律 の中か ら特徴 的 な

3っ を取 り上 げて,そ れ ぞれ にっ いて 気付 きや改善

点を全体で考えてい った.

図4旋 律A

図5旋 律B

まずは旋律Aと 旋律Bの 拡大譜を提示 し,単 旋

律で演奏 して聞かせると,賞 賛の声とともに次のよ

うな気付きが出た.

・旋律Aは
,最 初 の音が歌 と同 じにな って いる.

伸ば してい る音,2分 音符 がた くさん.同 じリ

ズ ムが繰 り返 してい る.

・旋律Bは ,リ ズ ムが歌詞 と同 じにな って いる.

音程だ けは変えてあ る.

歌 と同 じ リズム に した ほうが,「 おて もやん」

ら しさが 出ると思 う.

ここで,パ ソ コンの楽譜 作成 ソフ トでっ くった旋

律A,Bと 歌パ ー トを重ね た音 源 を提 示 した.パ ソ

コンの音源だ と正確 な音程で繰 り返 し素早 く再生す

ることが でき,大 型 テ レビに画面 を映せ ば楽譜を見

なが らその場でっ くり変えて再生す ることもで きる.

画面 の楽譜 を見 なが ら音源 を聴 き,子 どもか らは

さらに次の ような意見が 出た.

・旋律Aは 歌 と笛 が ,行 った り来 た り して いて,

常 に音が 鳴 り続 けて いる.違 う リズムが重 なる

と休むところがなくてなり続けている感 じがお

も しろい.勢 いがっ いて,「お てもや ん」らしい.
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・旋律Bは 五 音音階 じゃないのが入 って いて ,変

な感 じがす る.

旋律Bに 関 して は,図5の 口で 囲 んだ部 分等 に

「おて もやん」 の五 音音階(ミ ソラシ レ)に ない音

(フ ァ)が 入 って いた り,歌 の音 とぶっ か る音 を選

んで いた りす るため,子 どもたち はそ の部 分を変え

てみ ると よい と考 えてい った.そ こで,大 型 テ レビ

にパ ソ コンをっ な ぎ,楽 譜作成 ソフ トを用 いて繰 り

返 し気 になる部分をその場で修正 してい った.

修正 を してい く中で,子 どもた ちは音程 に関 して

次の ような解決方法を見いだ しいてい った.

この後,AとB両 方 の特徴 を併 せ 持 った旋 律C

を提示 した ところ,次 のような意見が 出た.

図6旋 律C

発言か ら,子 どもたちが 「おて もや ん」 の曲想 に

合 う旋律を考え ようと してい ることが うかがえ る.

リズ ム,音 程 にっ いて,下 線で示 した ような工 夫

が考え られ る ことを確かめた後,自 分 の作 品づ くり

にどう生かす ことがで きそ うかを考え させた.

(6)解 決方法 を生か して,旋 律 を完成 させ る

(第7-8時)

第6時 で見いだ した旋律づ くりの解決方法を生か

して,個 人 の旋律づ くりを完成 させ る時 間である.

前時 の様 子 か ら,「 おて もやん」 の全体 の 曲想 と

笛 の旋律の イメー ジは別 に考えて いる子 どもがい る

ことがわ か ったので,初 め に 自分がっ くる部 分の笛

のイメージを改めて考えさせてか ら旋律づ くりに入 っ

た.

また,前 時 の学習 では全てを協和音 にす る必要が

あ るように誤 解が生 じる可能性 があ った と考 え,経

過音でぶっ か る音 があ って も問題 ない ことを,具 体

的 にその ような旋律を聞かせて確認 した.

最後 にそれぞれがっ くった旋律 をっ なげて演奏す

るため,グ ル ープの中では まだ旋律 ができてい ない

友達 と一緒 に考 えた り,っ なげて演奏 して修 正 した

りす ることが 自然 と起 きていた.

第8時 の終 わ りまで には全員 が記 譜を終え,自 分

なりに旋律を完成 させ ることがで きた.

図7,8は,そ の一例(同 一児童)で あ る.

(7)合 奏 を楽 しみ,学 んだ ことを振 り返 る(第9時)

学習 のゴール と して,最 後 に合奏 をす る時間であ

る.ど の ような形 がよいか子 どもた ちに尋 ねた とこ

ろ,「 グルー プ ごとに演奏 はす るけ ど,み ん な一緒

に(同 時 に)す る」 ことにな った.第8時 まで に旋

律 をっ くる ことはで きて いたが,実 際にそれを 曲に

合わせてっ なげて演奏す る形で は,満 足 のい く演奏

がで きる自信が ないということであ った.
一方
,一 部 の児童 か ら皆の前で演奏 したい とい う

意見 もあ ったので,っ くった笛 の旋律 と鳴物 の リズ

ムを演奏す る希望 者を募 り,残 りが 唄 う形 で全員合

奏 もす ることになった.

グループごとの演奏はできたりできなか ったり様 々

で あ ったが,全 体 での合奏は演奏後 に拍手 が起 こり,

自分たち なりに納得の い く合奏 にな った ようであ っ

た.

合奏後 には改めてお手本 と して きた演奏 を じっく

りと鑑賞 し,学 んだ ことと体感 した魅 力にっいて振
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り返 りを書いて交流 し,学 習 のまとめと した.

7.考 察

鑑賞か ら始 め,鑑 賞 をよ り深め るた めに表 現の歌

唱,器 楽,音 楽づ くりを行 い,合 奏 を して再度鑑 賞

す る流れで本題材の学習を終えた.

最後 に合奏 して 「郷土の音楽の よさを体感す る」

とい う主題 を設 定 した ことで,子 どもたちは最後 ま

で高い意欲 をも って活動す ることができた.そ れ は,

最初か ら最 後 まで,教 室 に歌 いなが ら来 て,カ ホ ン

で鳴物パ ー トを叩いた り,そ れ に合わせ て歌 った り

して いる子 どもが 多数いた こ と.ま た,最 後 に合 奏

す ることに関 して 「おれ 唄がい いな あ」 「どう しよ

うか な,笛 で き るか な」 「私,鳴 物 と唄 の両方 がい

い」 というよ うな子 どもの声が,休 み時 間によ く聞

こえていた ことか らもわか った.

郷土 の音 楽の よさについて は,子 どもた ちは唄,

鳴物,笛 の3つ の立場 か ら 「おて もや ん」 を見っめ,

それぞれ によさを実感 してい る.

唄が好 きな子 ども,鳴 物が好 きな子 ども,笛 が好

きな子 ど も,聴 くのは好 きな子 ど もなど,子 ど もた

ちの関心 は様 々であ る.最 後の全体で の合 奏や鑑賞

で どの子 も意欲的 に演奏 した り鑑賞 した りす してい

た こと,ま た,図9に 示 した題材 の最後で の振 り返

りの ア ンケー トでは,す べての項 目に1や2の 低 い

評価を した子 どもは一一人 もお らずいずれかの項 目は

4ま たは3の 高い評価 に して いた.す べて の子 ども

たちが本題材のいずれかの活動 において よさやお も

しろさ,楽 しさを感 じる ことがで きたと言えよう.

1::灘 鐡 ヱとあてはまらない

① 「おてもやん」を歌うのは妊きだ(楽 しい)

② 「おてもやん」の鳴物を演奏するのは好きだ(楽 しい).

③ 「おてもやん」の笛の旋律を作るのは好きだ(楽 しい)

④ 「おてもやん」の笛の旋律を演奏するのは好きだ(楽 しい)

⑤ 「おてもやん」を合奏するのは好きだ(楽 しい)

④32・

④32・

・3② ・

∈)321

④32・

もち ろん笛 の演 奏が嫌だ った子 ど もはいたが,笛

で旋律 をっ くった ことで聴 き方が変 わ った とか,作

り手,弾 き手 のす ごさや 苦労が分か った とい う感想

もあ った ので,笛 を使 った対旋律づ くりを行 った こ

とも有効で あ った と考え る.唄 い方,リ ズ ムづ くり,

対旋 律づ くりの3っ の 内容を取 り扱 った ことで,全

員がいずれかで民謡の よさや楽 しさを味わ うことが

で きた と考え る.

さ らに,唄 と鳴物 の学習 にお いて は,楽 譜や タブ

レッ ト端末 の音源 ・動画 を手掛 か りに,子 どもたち

自身が繰 り返 し模倣 しなが ら特徴 を感 じ取 って歌 う

ことがで きていた.教 師が教え込む のでは なく子 ど

もが 自ら学ぶ姿があ った.

笛 の旋律づ くりでは,子 どもの作 品を全体 で検討

す ることで,お て もや ん ら しさにっ なが る次の よう

な工夫を見いだ してい くことがで きた.

・おて もやんの五音音階(ミ ソラシ レ)で っ くる

・歌が ある場合 は
,歌 の音程 とぶっか らない よう

に一っ以上離す

・にぎやか さを 出すため に リズ ムをあえてず らす

・歌 と リズムを同 じにす る ことで ,お て もやん ら

しさを 出す.

・明る く楽 しい感 じを 出すた めに ,高 めの音を使

う.し か し唄よ り高 くない方 がよい.

・歌 の動 きに合 わせて ,山 形 の上が り下 が りがあ

るとよい.

このような学 びを経て,グ ルー プで再検 討 した時

にも,対 話を通 して 「おて もやん」 のイメー ジと関

連付 けなが ら表現 を工夫す る姿があ った.

また,題 材 の終末 に設 定 した合奏 と鑑賞後 の振 り

返 りで以下の ような記述を した児童が多数 いた.

A児:最 初,今 まで きいた ことのない タイプの き ょ

くだ ったので ビ ック リしま した.笛 の旋律 を

書 くようにな ってか ら,お て もや んのみ り ょ

くをよ り感 じられ ま した.学 んだ ことは,最

初聞いた ときはふ しぎな感 じの き ょくと しか

思わ なか った けど,最 後聞 いた時 には 「笛 は

こんな感 じで,こ こで こうす るんだ」 など,

い ろいろな ことに気づ けま した.と て もい い

学びだ った と思 います.

B児:自 分たちでや ったおて もやんは にぎやかだ っ

た けど,田 中 し ょう子 さんがや ったおて もや

ん は,よ りみ んよ うら しさがでて いた.さ い

しょは歌だ けだ った けど,三 味線,笛 が加わ

ると,み ん よう らしさが も っとで て,に ぎや

か なだ けでは な くきれ いな感 じもでて いて よ

か った.ま た,夏 休み にや った作 曲とはちが

い,お て もや んの笛 を作 るときはおて もやん

ら しさとい うことだすため のことも学べて よ

か った.

C児:う た を上手 に うたえた とい うことです.し か

し,田 中 さん には負 けるので,田 中さんみた
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い にきれい な声で太 くだせ るように したい な

と思 いま した.そ れ と 「おて もや ん～」 とい

うところを 田中 さんみたい に して うたえて よ

か ったです.2ば ん も歌 ってみ たい と思い ま

した.2ば ん は こいの話みた いだな と思い ま

した.い まき くのと最初 にきいた らす ごさが

ちがい ま した.

D児:覚 えていた ので,簡 単 に弾 けた.合 奏 にす る

ことで,よ くお てもやんの よさが引 き出 され

た.○ ○君 が大 きなか なめ とな った.し ょう

子 さん のは,後 ろの楽器 とシ ンク ロしていて,

まだまだ僕たちの合奏は遠 くおよばないと思っ

た.鳴 物は こんな長 いのを完ぺ きに してい る

と思 うと感動す る.

E児:み 力 は,み んなが元気 にな って楽 しくな る歌

という ことです.あ と明るい感 じ.今 回学 ん

だ ことは,○ ○ さんの歌 と笛 をバ ラ してや っ

た ら楽 しい感 じ,に ぎやか な感 じだ ったか ら,

作 曲をそ のよ うに した らいい とわか った.笛

の ところはお とな しい感 じで,鳴 物 ははげ し

い感 じで引 き立ててい ると思 う.お て もやん

はす ぐ頭 に歌詞 が浮か んで くるか ら,と て も

印象が強いんだ なと思い ま した.

F児:今 日は最後 におて もや んの合奏 を した.う た,

鳴 り物,笛,三 味線(先 生)に わか れた.笛 の

音程をおて もやん ら しくす るため に五音音階

に した り,は ずむ よ うに楽 しい感 じに した.

全員で合奏す るのはむずか しか った けど,お

てもやんらしさがでるようにできたので よかっ

たです.

G児:歌 の音程 と笛をで きるだ け合 うように同 じ高

さに したか ら,合 わせ るといい感 じにな った.

最後 にまた 田中 さんのおて もやんを聞いてみ

て,や っぱ り太 こや笛 や歌 などは 自分たち よ

りも迫力 があ った けど,自 分た ちで っ くった

方 もオ リジナルで 良か った.前 よ りもひ とっ

ひ とつの楽器の音が よ く聞 こえ るようになっ

た.

記述か ら,子 どもたちが 自分たち の演奏 とお手本

を比較 した り,演 奏者視 点で 「おて もや ん」 を聴 い

た り してい ることがわか る.こ れ もまた,全 ての役

割を体験 した ことによるものであ る.

8.結 論

これ まで見てきたように,ど の子ども唄,鳴 物 の

演奏,対 旋律の創作,対 旋律の演奏のいずれかが楽

しか ったと答えていることから,郷 土の音楽,民 謡

のよさやおもしろさ,楽 しさを味わわせ るためには

唄や演奏,創 作そして今回は行わなか ったが身体の

動きなど,教 材曲への関わり方を複数示す ことでそ

の子自身に応 じた関わりができるようにすることが

有効であることがわか った.

9.今 後 の課 題

笛の旋律づ くりは唄や鳴物に比べて難易度が急に

高 くなる.子 どもの学びの文脈を損なうことなく,

旋律づ くりを行 ってい くための一層の手立ての工夫

が必要である.

手立ての方法として二人で一つの旋律を担当する

ことが考えられる.対 話的によって学ぶ必然性も生

まれるため,効 果的であると思うが,評 価方法にっ

いては考慮 しなければならない.

しか し,そ の点を解消できれば,一 層質の高い学

習が実現できてい くものと考える.
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